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 要  旨 
 近年、GPSによるナビゲーションシステムや製品にICタグを埋め込んだ工場・倉
庫内における無線LANによる物品管理システムに代表される電波を用いた人や物
の位置特定システムが注目されており、これらは既に実用化に至っている。一方、
未だ国内では実用化には至っていないが、電波の透過性を利用した壁越しから人
間を探査するスルーウォールレーダによる位置特定システムが注目されており、
災害時の被災者の発見や高度なセキュリティセンサへの応用に期待されている。
 これまで同様な位置推定問題は、屋内外の環境における無線通信のマルチパス
等の解析のための到来方向推定問題に関して多くの研究者によって研究が行われ
てきており、実環境における成功例も多数報告されている。しかし、壁越しから
の位置推定の例は未だ報告されておらず、壁による影響も十分には解明されては
いなかった。                
 そこで本研究ではターゲットである人間に対し大きなクラッタ要素となりかね
ない上に、これにより性能低下が懸念されるであろう壁の影響を把握し、軽減さ
せる方法を検討することで、スルーウォールレーダの性能の向上を目的とし進め
てきた。             
具体的には、まず壁の影響を距離誤差、方位誤差、壁による減衰の3項目につい
てシミュレーションと実験をまじえて検討した。その結果、距離誤差,減衰の影響
は無視できないという結論に至り、それぞれ軽減法を提案した。 
 距離誤差に関しては、壁の誘電率と厚さを推定し補正することで推定精度の向
上を試みた。壁材サンプルによる検証実験では誘電率, 厚さともに高い精度で推
定でき本手法が有効であることを示した。 
また、壁の減衰に関しては、高周波領域におけるレーダ信号キャンセル回路を
製作し、レーダのダイナミックレンジの拡大を試みた。提案したアンテナ内部反
射及び壁反射のキャンセル回路により、不要反射信号を抑圧することで増幅器の
利得を従来に比べて16dB高めることに成功し、ターゲットの微弱な信号の増幅が
可能となった。実際にモルタル壁を用いた実験では探知距離が6mから13mへと2倍
程度改善され、位置推定結果からもターゲット認識及び探知距離拡大に関してキ
ャンセル回路が有効であることが示された。  
 
 
